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＼第 2回、第３回総務部会が開催されました／ 
 【第２回 総務部会】 

８月１日（金）に 第２回総務部会を、日坂地域生涯学習センターで開催しました。 

「どのような統合にしたいか」 「子どもたちが新たなスタートを切るために、どのような取り組みができるか」について 

検討しました。グループに分かれてワークショップ形式で意見を出し合い、最後に全体で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【第３回 総務部会】 

９月 18日（木）に第３回総務部会を東山口地域生涯学習センターで開催しました。 

第３回では、統合に向けた取り組みについて、効果や課題点、実現可能性に視点をおいて協議しました。 

次回の総務部会では、実施する取り組みについて、引き続き検討する予定です。 
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・ 両校の子どもたちが同じスタートラインに立てる統合 

・ 子どもたちの負担が少なく、誰ひとり泣かない統合 

・ 安心安全で明るく過ごせる学校にしたい 

・ 「一緒になって良かった」と思える統合 

・ 子どもたちが大人になった時に思い出せるような統合 

・ 人数や活動内容が増え、やりたいこと・学びたいことに

挑戦できる環境を整備する 

・ 学校を支援してくれる人が増える統合 

・ 住民と交流でき、地域を学べる学校にしたい 

 

・ 子ども主体で新しい学校づくりを進める。 

・ 子どもたちの心のケアを行う。 

・ 教員や保護者が子どもの変化に気づく。 

・ 体験通学や学校探検を行い、不安要素を減らす。 

・ 新しいマスコットキャラクターを考えるなど、子どもたちが

楽しめるイベントを企画する。 

・ 地域と交流する。地域教材を発掘する。 

・ 安全・安心に過ごせる環境を整備する。 

・ 保護者と地域に情報を発信し、意見を聴取する。 

【 こんな統合になると素敵だな】 【統合に向けた取り組み】 

【ワークショップで寄せられた意見】 

 

【グループ C】 

子どもが主体となってイベントを企画・実施 

遊び、名刺交換、スポーツ大会 

・ 統合までの楽しみをつくる 

・ 統合を目指す目的ができる 

・ 意見を言い合える関係性をつくる 

・ 考える時間をたくさん設ける  

 

選んだ取組 

期待される 
効果 

課題点 

取組イメージ 

協議結果(例) 

限られた予算や人員・時間の中で、効果的な取組を行うため、
課題点や実現可能性などに視点をおいて協議を行いました。 



＼第 2回通学部会と保護者説明会が開催されました／ 
 【保護者説明会】 

９月４日（木）に日坂小学校で、通学に関する保護者説明会(未就学児を含む)を開催しました。 

統合後の通学支援のあり方について、掛川市の方針を説明した後、保護者の皆様のご意見を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【第２回 通学部会】 

９月 24日（水）に 第２回通学部会を、日坂地域生涯学習センターで開催しました。 

９月４日（木）に開催した、通学支援に関する保護者説明会の意見を振り返りながら、遠距離通学支援の

対象者について協議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜日坂小学校・東山口小学校統合について＞ 
掛川市のホームページから情報発信中‼ 
こちらの QR コードからアクセスできます ➡ 

 

 

＜専用のご意見フォーム＞ 
 

ご意見をお寄せください ➡ 

 

 

統合準備委員会の状況は、各戸配布のおたより、また市の HP でも地域にお知らせをしています。 
地域・保護者の皆様に向けた説明会の開催を予定しています。是非ご参加ください 

ご意見・ご質問等ございましたら、掛川市教育委員会 教育政策課 学校再編室までお問い合わせください。 

〒436-8650 掛川市長谷一丁目１－１ TEL：0537-21-1155 FAX：0537-21-1222 
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日坂小学校・東山口小学校統合準備委員会だより 

【保護者の皆様から寄せられたご意見】 

・ 事任八幡宮付近は、野生動物が出現し、大雨の時に鉄砲水が流れる。子どもを歩かせることが不安だ。 

・ 東山口小学校に向かう県道は、歩道が狭く、自転車で通学する中学生と接触する危険性がある。 

・ 少人数の高学年の子に、長距離を歩きながら低学年を見守るという責任を負わせることはできない。 

・ 徒歩通学者が少ないため、大人数で登下校できる安心感が無い。 

・ 街灯や人通りの少ない道路を一人で帰らなければならないことにストレスを感じている子もいる。 

・ ３km未満の子も含めて全員の子どもを通学支援の対象として欲しい。 

【少人数での登下校】 

〇ごく一部の地区のみが徒歩通学に 

〇少人数または一人で長い距離を

移動するリスク 

〇下級生を見守りながら登校する 

  上級生の責任と負担 

 

【心身への負担】 

〇統合による環境の変化 

〇統合により通学距離が急増する 

〇学校、保護者、地域住民による 

登下校時の見守り体制の確保が

難しくなる 

【安全面・防犯面】 

〇体調不良等の緊急時に対応が困難 

〇新たに通学路となる箇所の安全性 

（土砂水害・道路整備状態） 

〇不審者の目撃、野生動物の出没  

【日坂・東山地区の徒歩通学の課題】 

【日坂・東山地区】 

 

【統合後の通学支援について】 

【東山口小学校までの通学距離】 

３km未満     古宮、下町 
３～４km未満   川向、大野、本町  
４km以上     東山、佐夜鹿 

【掛川市の通学支援基準】 

                                 
通学距離が４km以上の児童を対象に 

①公共交通機関の定期券の支給または 

②スクールバスの運行を市負担で行っています。 

現状 

                                 

再編・統合により通学先が変更する場合は、 

基準を３km以上に緩和する予定です。 

                                                 

今後 

                                 

左記の基準を踏まえると古宮・下町を除く 

児童が通学支援の対象になります。 

 


